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●審査員　藤山　　茂 氏（十勝家畜人工授精所）

計根別農協畜産総合共進会入賞牛紹介第55回
乳 用 牛 の 部

●審査員　渡邉　　薫 氏（根室農業改良普及センター）

第１部　去勢　生後12ヵ月以下
（Ｈ29.6.1生以降～Ｈ29.12.31生）

第２部　若雌　生後５ヵ月以上12ヵ月未満
（Ｈ29.6.1生～Ｈ29.12.31生）

第３部　若雌　生後12ヵ月以上
（Ｈ29.5.31以降生～） 第４部　繁殖雌牛　経産牛

糸百合
Ｈ29.10.19生　田中　洋希氏出品

父：勝忠平　母：ゆみ

はやみたいせい
Ｈ29.12.1生　高橋　英昭氏出品
父：勝早桜５　母：てるみたいせい

はなつつみ
Ｈ28.7.22生　村上　宗繁氏出品
父：勝忠平　母：はなふくひさ

ぺぺ
Ｈ27.4.30生　㈲中村牧場出品
父：安福久　母：ゆきさくら

肉 用 牛 の 部

第1部　未経産カーフクラス
（6ヵ月以上9ヵ月未満）Ｈ29.9.1～Ｈ29.11.30

第３部　未経産ジュニアミドルクラス
（12ヵ月以上15ヵ月未満）Ｈ29.3.1～Ｈ29.5.31

第４部　未経産ミドルクラス
（15ヵ月以上18ヵ月未満）Ｈ28.12.1～Ｈ29.2.28

第6部　未経産シニアクラス
（21ヵ月以上24ヵ月未満）Ｈ28.6.1～Ｈ28.8.31

ヒルタビユー　タイロー　テミス
Ｈ29.10.1生 蛭田健太郎氏出品
父　マーベリツク　クラツシユ
母　ヒルタビユー　タイロー　シエリル

S S F　ギブソン　スパプリ
Ｈ29.4.27生 安田　弘和氏出品
父　ニユー　フアーム　ブリツト　プリンス
母　SSF　スパークリング　ギブソン

ブルームーン　レガリア　エバー
Ｈ29.1.9生 安田　弘和出品
父　グリーンハイツ　レガリア　ＥＴ
母　ブルームーン　ダステイ　エバー　ＥＴ

SSF　シド　ギブソン
Ｈ28.8.9生 須崎　智裕出品
父　パインツリー　シド　ＥＴ
母　SSF　エアロスター　ＢＹ　マツカチエン

第7部　ジュニア2歳クラス
（経産牛30ヵ月未満）Ｈ27.12.1生まれ以降

第8部　シニア2歳クラス
（30ヵ月以上36ヵ月未満）Ｈ27.6.1～Ｈ27.11.30

第11部　5歳･成牛クラス
（60ヵ月以上）Ｈ25.6.1生まれ以前

スターフイールド　バーク　ベツス　マーフイー
Ｈ28.3.21生 星野　　淳氏出品
父　パインツリー　シド　ＥＴ
母　スターフイールド　バーク　ベツス　モデスト

フオレスト　ＪＢ　エレガント　ブロウカウ
Ｈ27.11.4生 ㈱フォレストファーム出品
父　ミスター　アツトウツド　ブロウカウ　ＥＴ
母　フオレスト　ＪＢ　エレガント　ＥＴ

ヒルタビユー　タイロー　フリル
Ｈ23.8.7生 蛭田健太郎氏出品
父　ミツドフイールド　ＣＣＭ　アイオーン
母　ヒルタビユー　タイロー　キテイ

第５部　未経産シニアミドルクラス
（18カ月以上21カ月未満）Ｈ28.9.1～Ｈ28.11.30

第２部　未経産ジュニアクラス
（9ヵ月以上12ヵ月未満）Ｈ29.6.1～Ｈ29.8.31

第９部　３歳クラス
（36ヵ月以上48ヵ月未満）Ｈ26.6.1～Ｈ27.5.31

第10部　４歳クラス
（48ヵ月以上60ヵ月未満）Ｈ25.6.1～26.5.31

シニアグランドチャンピオン シニアリザーブチャンピオン ジュニアグランドチャンンピオン ジュニアリザーブチャンピオン

フオレスト　セニヨリータ　ゴールドチツプ　ＥＴ
Ｈ27.4.1生 ㈱フォレストファーム出品
父　ミスターチヤシテイー　ゴールド　チツプ　ＥＴ
母　フオレスト　セニヨリータ　アリー

ハピネス　レキシコン　ベイビツト
Ｈ25.11.4生 末広　卓実氏出品
父　ジエネベーシヨンス　レキシコン　ＥＴ
母　ハピネス　チヤリテイー　ブレンデイ

フオレスト　ミルキー　クラツシユ
Ｈ28.10.27生 ㈱フォレストファーム出品
父　マーベリツク　クラツシユ
母　ミルク　デイストライ　リンデイ

パールビユーテイー　フオレスト　ホノカ　クラリス
Ｈ29.7.13生 安田　弘和氏出品
父　マーベリツク　クラツシユ
母　フオレスト　ヒンペルスター　ビユーテイー　マツカチエン
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今月の 青年部青年部

唐崎部長
西日本豪雨災害募金活動に参加
（中標津町青年団体連合会主催）

食育授業の講師達 ホクレンとの意見交換会への参加
（根室地区青協主催）

中標津町青年団体連合会
災害支援ネットワーク会議

への参加

　このコーナーは、地域の皆様に青年部を
身近に感じて頂けるように、部員の日常の
出来事を紹介しています

食育授業の
開催!
　６月15日、中標津町立計根別学
園にて、食農教育授業を開催しまし
た。
　食農教育は食と農、地域の活性化、
食と健康、農のあり方などへの理解
を深めることを目的としており、東
部支部部員を中心に、８年生に授業
を行いました。
　授業内容はタペストリーを用い
て、それぞれの分野の講師となり説
明し、スライドを使用した酪農業の
紹介、部員と学生とで班を作り、就
農の動機や地域の魅力など意見交換
を行いました。学生達は興味津々に
聞き、たくさんの質問を挙げて頂き、
たいへん有意義の中、無事に授業を
終えることができました。
　食農教育授業を通じて、食の大切
さや地域期間産業である酪農業に興
味を持って頂いたら幸いです。

《青年部　桜井監事》

株田副部長　牛の一生についての講義

グループディスカッションによる話し合い
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　平成30年６月22日に根室地方乳質改善協
議会の通常総会が開催されました。
　乳質改善共励会では、団体の部で最優秀賞
をＪＡけねべつ、優秀賞をＪＡ道東あさひ　
上春別支所、努力賞をＪＡ道東あさひ　西春
別支所が表彰されました。
　個人の部では平成29年３月から平成30年
４月まで36旬（３回／月）の格付成績にお
いて体細胞数9.9万／ml以下、生菌数0.1万
／以下の基準をクリアした酪農家計９件が表
彰され、ＪＡけねべつでは、２件　中澤　憲
一・忍牧場（４年連続）、野村　真一・翔子
牧場（３年連続）が表彰されました。
　今後も乳検やＰＬテスター等を活用し乳房
炎牛の早期発見・早期治療し良質乳生産に努
めましょう。

根室地方乳質改善協議会 通常総会

野村　真一・翔子牧場（３年連続）

　７月 20日、三役・支部長がお中元の箱詰め作
業を行いました。
　今年もたくさんのご注文を頂き、商品が傷まな
いように焦らずかつスピーディーに作業を行いま
した。
　お中元セットは、お届け先の皆様方に喜んでい
ただけたでしょうか。
　オリジナルギフトセットをはじめ、アイスのお
中元を注文して頂いた皆様、本当にありがとうご
ざいました！　　　　　　　　《事務局　中野係》

お中元
　　  箱詰め作業

中澤　憲一・忍牧場（４年連続）
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　７月11日～７月23日（12日
間）、栃木県の那須拓陽高校９
名、矢板高校３名、計12名が
当ＪＡ管内の牧場で酪農実習を
行いました。
　今回お忙しい中、実習を受け
入れて頂きました酪農家の皆さ
ん、ありがとうございました。

555

11日～受入式～

18日～交歓会～

23日～終了式～

那須拓陽・矢板高校の
生徒の皆さん。
お疲れ様でした♪



666666

第56回農高祭
～クラスパフォーマンス～

　７月７日、ＪＡけ
ねべつ駐車場にてク
ラスパフォーマンス
が行われました。

-Ａ-Ａ１１

２-Ａ-Ａ２２２２

-Ｂ-Ｂ１１

２-Ｂ-Ｂ２２２２

初志貫徹

現実的ドラえもん

ピカピカの一年生
～そうだ、ゲームをしよう～

中山･ストーリー
～仁義なき戦い～
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●●●  退職のあいさつ  ● ●●
　

こ
の
度
、
６
月
30
日
を
以
っ
て
退
職
い
た
し
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
４
月
に
燃
料
部
品
課
の
パ
ー
ト
と
し
て
、

同
年
８
月
に
奉
職
し
燃
料
部
品
課
で
約
７
年
、
金
融

共
済
課
で
約
５
年
と
、
パ
ー
ト
と
合
わ
せ
て
計
根
別

農
協
で
は
12
年
３
カ
月
間
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

燃
料
部
品
課
で
は
、
組
合
員
の
皆
様
と
触
れ
合
う

機
会
も
多
く
、「
コ
ー
ヒ
ー
で
も
飲
ん
で
く
か
！
」

と
車
か
ら
降
り
て
事
務
室
で
一
緒
に
談
笑
し
た
り
す

る
こ
と
が
密
か
な
楽
し
み
で
し
た
。
そ
の
経
験
が

あ
っ
て
か
、
共
済
係
に
異
動
し
特
約
を
勧
め
た
際

「
片
岡
が
そ
う
言
う
な
ら
そ
の
特
約
付
け
て
お
い
て

く
れ
。」
と
承
諾
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
自
信
に

繋
が
り
ま
し
た
。

　

一
方
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
役
職
員
や
関

係
各
位
の
皆
様
の
暖
か
な
ご
指
導
や
叱
咤
激
励
の
お

陰
で
最
後
ま
で
勤
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
新
天
地
で
の
生
活
と
な
り
不
安
で
一

杯
で
す
が
、
計
根
別
で
過
ご
し
た
日
々
を
思
い
出
し

　

皆
様
に
褒
め
ら
れ
た
笑
顔
と
元
気
な
挨
拶
で
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。
里
帰
り
し
た
際
に
は
計
根
別
に

も
お
邪
魔
致
し
ま
す
の
で
、
見
掛
け
た
際
に
は
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

金融共済部 金融共済課
共済係

片岡　尚子

３-Ａ３-Ａ３３３３

３-Ｂ３-Ｂ３３３３

虎
こ

嘯
しょう

風
ふう

生
しょう

一
いっ

笑
しょう

元
けん

明
めい
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し

ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
、
７
月
８
日
に
札
幌
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
た
「
北
ガ
ス
グ
ル
ー
プ
６
時
間
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
」
に
有
志
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
他
の
企

業
も
多
数
参
加
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
で
は
「
ひ

と
・
い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」

を
掲
げ
、
職
員
が
揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
て
一
生
懸
命
走
る
こ
と
で
、
Ｊ

Ａ
共
済
を
大
き
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
多
く
の
皆
さ
ん
に
「
Ｊ
Ａ
共
済
」

を
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
皆
様
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
、
本
会

事
業
の
積
極
的
な
啓
蒙
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
広
報
誌
「
す
ま
い

る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
多
発

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
北
海
道
警
察
と
連
携
し

被
害
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
６

月
に
実
施
し
た
「
年
金
感
謝
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
Ｊ

Ａ
で
年
金
を
お
受
け
取
り
さ
れ
て
い
る
お
客
様
が
来

店
し
た
際
、
特
殊
詐
欺
に
関
す
る
注
意
喚
起
の
標

語
を
印
刷
し
た
「
招
福
よ
う
か

ん
」
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
は
電
話
で

お
金
を
要
求
さ
れ
た
際
に
家
族

や
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
を
幅

広
く
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
玉
ね
ぎ
「
環

（
※
め
ぐ
る
）」
と
「
真
白
（
※
ま
し
ろ
）」
の
売
り

上
げ
の
一
部
が
活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
コ
ー
プ

さ
っ
ぽ
ろ
の
事
業
「
第
11
回
コ
ー
プ
の
森
植
樹
祭
」

が
、
今
年
も
５
月
か
ら
６
月

に
か
け
て
全
道
11
カ
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
と
真
白
１
パ
ッ
ク
購
入

ご
と
に
１
円
を
「
コ
ー
プ
未

来
（
※
あ
し
た
）
の
森
づ
く

り
基
金
」
に
協
賛
し
て
お
り
、

２
０
１
７
年
度
は
、
約
63
万

円
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
２
日
、
平
成
31
年
度
農
業
関
係
予
算
概
算
要

求
に
向
け
た
農
林
水
産
省
と
の
意
見
交
換
会
を
、
４

〜
５
月
に
か
け
て
各
地
区
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
現
場
の

意
見
を
踏
ま
え
、
６
月
の
各
作
目
別
対
策
委
員
会
等

で
決
定
し
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
政
策
提
案

に
基
づ
き
行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
か
ら
は
道
連
役
員
、
Ｊ
Ａ

組
合
長
、
青
年
女
性
組
織
代
表
者
ら
１
４
３
名
が
参

加
し
、
農
協
組
織
基
盤
、
基
本
農
政
、
水
田
、
畑
作

青
果
、
酪
農
畜
産
の
各
対
策
に
つ

い
て
要
望
内
容
を
農
林
水
産
省
に

伝
え
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
持
続
可
能
な
北
海
道
農

業
確
立
に
向
け
て
、
生
産
現
場
の

意
見
を
し
っ
か
り
国
等
に
伝
え
て

参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
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疲れているときは注意力が低下しています!!疲れているときは注意力が低下しています!!

抗生物質混入事故にご注意!!

　搾乳ロボット体系の場合は、抗生物質投与牛の別搾りをパソコンで設定し忘れたり、別の牛群に移動し
忘れたりしないように気をつけましょう。
　抗生物質の混入リスクは、「食品の安全性」を脅かす要因となります。また、
誤搾乳を防ぐため、作業者の誰が見ても分かるようにマーキングなどを徹底し
て、少しでも生乳生産ロスを防ぎましょう。

検査キット（ミルクドクター等）も活用してダブルチェックを！

　粗飼料収穫や肥料散布など、圃場作業が最盛期となっています。圃場作業に加えて、朝と晩は搾乳をし
なければなりません。疲れが溜まっていませんか？搾乳作業がおろそかになっていませんか？

抗生物質投与牛は隔離し、マーキングをしましょう

混入事故は毎年発生しています
　根室管内において、抗生物質混入事故は毎年発生し
ています。H28は12件、H29は11件と、近年増えて
います。（右図）
　バルク乳に混入すると、多額の損失となってしまい
ます。草地の作業で忙しく、疲れているときこそ要注
意です。

足バンドとスプレーの二重で対策

抗生物質投与牛の上に掲示板を設置

スプレーを目立つようにかける

足バンドが汚れたら新しいものと交換

根室管内　抗菌性物質混入件数

12件
10件
８件
６件
４件
２件
０件

件 

数

H27 H28 H29

９件

12件 11件

1,217戸 1,190戸 1,152戸生乳出荷戸数
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今年の１番草（キザミ）の傾向について

今年も高刈りの検証をしています

　６月中～下旬の天候不順により、牧草の収穫は全体的に大幅に遅れました。気温不足から、収
量のある畑とない畑の差が大きく開きましたが、全体としては一定の収量は得られたかと思いま
す（刈取遅延のため）。しかし、不安定な天気の中での収穫のため、全体的に水分は高め、栄養
価は低めです。
　CP（粗タンパク質）は昨年の計根別の平均が10.1％に対して今年は9.1％、TDN（可消化養
分総量）も約３％低い傾向にあります。Oa（高消化性繊維）は約５%の低下、Ob（低消化性繊
維）は約５％の増加が見られます。（生草の分析値）
　今まで以上に食い込ませる努力の必要な草となりそうです。来月の広報ではロールの分析を発
表したいと思います。

　高刈りによって地際の低栄養で硬い部分を収穫
しないことで、食べやすく栄養価の高いサイレー
ジが期待できます。今年もチモシーの高さ別に栄
養価の検証をしましたが、やはり根元の部分は固
く、タンパクも低いことがわかります。今年は栄
養価の検証に加え、高刈りによるチモシーの再生
について検証調査を行っています。

2017年1番草 水分％ CP％ TDN％ NDF％ Oa％ Ob％

JAけねべつ 74.3 10.1 60.0 67.8 8.9 60.1

根室管内 76.2 10.6 59.9 67.7 8.6 60.5

2018年1番草 水分％ CP％ TDN％ NDF％ Oa％ Ob％

JAけねべつ 76.9 9.1 57.5 69.6 4.0 65.6

根室管内 78.8 10.1 60.7 65.2 9.9 56.0

CP 2.1
Oa 5.0
Ob 67.3

CP 2.4
Oa 6.3
Ob 73.2

CP 3.8
Oa 5.4
Ob 71.3

CP 6.3
Oa 6.7
Ob 67.4

10cm

25cm

40cm

根本は低栄養です根本は低栄養です

CP 7.8
Oa 7.3
Ob 64.6

55cm

70cm

CP 6.3
Oa 7.2
Ob 65.5
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中間申告の方法と納付 ～次の2つの方法のいずれかによることができます～

　個人事業者の方で、平成29年分の確定消費税額（地方消費税額は含みません。）が48万円を超える
方は、消費税及び地方消費税の中間申告と納付が必要です。
　この「平成29年分の確定消費税額」とは、平成29年分の確定申告により確定した消費税の年税額
をいい、期限後申告又は修正申告等が行われた場合には、これらによって確定した消費税の年税額を
いいます。

　前年の確定消費税額（地方消費税額を含まない年税額）が48万円以下の方（中間申告義務のない方）
であっても、「任意の中間申告書を提出する旨の届出書」を納税地の所轄税務署長に提出した場合には、
当該届出書を提出した日以後にその末日が最初に到来する６月中間申告対象期間(注）から、自主的に
中間申告・納付することができます。詳しくは、国税庁ホームページ(www.nta.go.jp)をご確認くだ
さい。
（注） 「６月中間申告対象期間」とは、その課税期間開始の日以後６か月の期間で、年１回の中間申告

の対象となる期間をいいます。

（注） 「確定消費税額」とは、中間申告対象期間の末日までに確定した消費税の年税額（申告書９欄
の差引税額）をいいます。

　中間申告の期限までに、中間申告書を提出しない場合でも、上記「１　前年実績による中間申
告」の消費税額及び地方消費税額が納付すべき税額として確定しますので、納付期限までに必ず
納付してください。

　消費税及び地方消費税の中間申告は、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」をご利用いた
だけます。詳しくは、e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

　消費税及び地方消費税（個人事業者）の納税には、振替納税が便利です。
　振替納税を利用するために必要な口座振替依頼書は、国税庁ホームページから入手できます。

１　前年実績による中間申告
　 　平成29年分の確定消費税額に応じて、次により算出した中間納付税額を記載した「消費税及び
地方消費税の中間申告書」及び「納付書」を所轄の税務署から送付しますので、必要事項を記入の
上、税務署に中間申告書を提出するとともに、消費税及び地方消費税を納付してください。

２　仮決算に基づく中間申告
　 　事業状況が平成29年と著しく異なる場合などは、「１　前年実績による中間申告」の方法に代え
て、各中間申告対象期間を一課税期間とみなして仮決算を行い、これに基づいて計算した消費税額
及び地方消費税額により中間申告・納付ができます。

　 　なお、この計算によりマイナスとなった場合でも還付を受けることはできません（マイナスとなっ
た場合は、中間申告税額は「０」になります。）。また、仮決算による中間申告書は、提出期限を過
ぎて提出することはできません。

消費税及び地方消費税（個人事業者）の中間申告と納付
消費税及び地方消費税の中間申告と納付が必要な個人事業者とは？

任意の中間申告制度について

●●● 税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス　www.nta.go.jp ●●●

平成29年分の
確定消費税額(注）

中間申告・
納付の回数 中 間 納 付 税 額 申告・納付期限

48万円超
400万円以下 年１回

平成29年分の確定消費税額の12分
の６の消費税額とその63分の17の
地方消費税額

平成30年８月31日（金）
（振替納税利用の場合の振替日）
平成30年９月27日（木）

400万円超
4,800万円以下 年３回

平成29年分の確定消費税額の12分
の３の消費税額とその63分の17の
地方消費税額 国税庁ホームページ

( )でご確
認ください。4,800万円超 年11回

平成29年分の確定消費税額の12分
の１の消費税額とその63分の17の
地方消費税額
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　7月30日現在 2,600円/㎏

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 371 354 1,155,600 483,840 841,107 10,272
乳牛・ホル初妊ET 33 31 1,238,760 756,000 1,024,935 -13,104
乳牛・ホ無　初妊 6 6 1,061,640 832,680 905,400 84,480
乳牛・ホル　経産牛
その他の乳用種
合　　　　計 410 391 1,238,760 483,840 846,263 0

平成30年度6月末　管内農協生乳受託実績表 （㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　7月12日開催分 税込み

7月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,530 57
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,098 39
そ の 他 の 未 経 産 56 -1

計 7,684 95
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 9,847 -3
そ の 他 の 経 産 牛 50 2

計 9,897 -1
合　　　　　　　計 17,581 94

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種　 メ ス 536 12
黒 毛 和 種　 オ ス 61 6

計 597 18
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス

計
合　　　　　　　計 597 18
総　　　合　　　計 18,178 112

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 446 441 982,800 270,000 641,422 21,816
肉牛・黒毛　メスＥＴ 249 244 1,631,880 360,720 716,185 -71,575
肉牛・黒毛　メス計 695 685 1,631,880 270,000 669,600 -29,769
肉牛・黒毛　オス 1 1 313,200 313,200
肉牛・黒毛　去勢 720 698 1,169,640 270,000 763,284 28,801
肉牛・黒毛　去勢ET 332 312 1,381,320 436,320 781,722 25,790
肉牛・黒毛　去勢計 1052 1010 1,381,320 270,000 821,252 40,337
肉素・肉専用種　去勢

繁 殖 ・ 黒 毛 45 45 2,338,200 204,120 780,168 -74,971
廃 用 ・ 黒 毛 61 61 474,120 45,360 256,739 24,969

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,838,420 100.6 26,503,249 100.0 130
Ｊ Ａ 中 標 津 町 11,061,540 102.6 32,785,781 101.7 168
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,453,062 98.6 22,318,376 98.7 136
Ｊ Ａ 中 春 別 10,467,550 103.0 31,392,390 103.1 167

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,973,011 103.6 23,717,413 103.9 135
上 春 別 支 所 5,551,250 105.2 16,474,086 106.9 71
別 海 本 所 12,995,552 98.8 38,294,078 99.2 232
根 室 支 所 4,428,222 105.9 12,718,482 105.3 82
小　　　　計 30,948,035 102.1 91,204,059 102.6 520

合　　　　　計 68,768,607 101.7 204,203,855 101.7 1,121

ホクレン根室家畜市場 一般市場 7月11日開催分 税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）7月12日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛･ホル　育成 35 35 657,720 54,000 483,902 -87,572
乳牛･ホル　初任 14 12 860,760 270,000 636,120 -93,111
乳牛･ホル　経産 12 12 517,320 225,720 374,670 -171,964
乳牛･ホル･無経産 5 3 546,480 327,240 472,320 -71,280
肉素･黒毛和種･メス
肉素･黒毛和種･オス 1 1 118,800 118,800
肉素･黒毛和種･去 1 1 541,080 541,080
肉素･乳用交雑･メス 1 1 219,240 219,240
肉素･乳用交雑･オス
肉素･ホル中犢･メス 1 1 3,240 3,240
肉素･ホル中犢･オス 2 2 100,440 48,600 74,520 24,840
肉素･ホル中犢･去
肉素･ホル･メス 16 14 358,560 97,200 250,483 -24,917
肉素 ･その他･去
初生･黒毛和種･メス 24 23 862,920 434,160 566,202 86,502
初生･黒毛和種･オス 19 19 787,320 520,560 627,764 40,398
初生･乳用交雑･メス 106 106 280,800 10,800 196,968 -4,952
初生･乳用交雑･オス 120 120 392,040 57,240 302,976 -3,233
初生・ホル・オス 153 152 209,520 3,240 112,547 -1,948
初生･ホル乳用･メス 32 32 519,480 207,360 348,266 3,129
初生･異性双児･メス 10 10 119,880 14,040 68,796 -1,674
初生･その他･メス
初生･その他･オス 3 3 42,120 32,400 35,640 15,120
廃 用 黒 毛 和 種 1 1 329,400 329,400 329,400 91,800
廃 用 ･ ホ ル 144 144 312,120 45,360 163,898 -7,135
廃 用 ･ そ の 他



まちがいさがし

まちがいさがし

住　所

氏　名

ＴＥＬ

（ペンネーム　　　　　　　　　　　）

「つぶやくべぇ～」へ投稿する

13

８月号の答え

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

　今年の夏は今までにないような気候で始まりました。長雨により、
１番牧草の収穫がなかなか進まなかった酪農家さんも多かったと思
います。その後は、猛暑となり、日本全国で40度を超える地域も
あり、熱中症で亡くなった方も多くいるとのことです。
　熱中症の対策としては、水分補給をすることがまず一番と言われ
ております。水分補給といっても、コーヒーやアルコール類は利尿
促進作用があり、反対に水分を放出されてしまう事から、熱中症対
策には適さないとされております。まずは水やスポーツドリンクな
どを摂取し、体内に水分や糖分、塩分を蓄えることが重要というこ
とです。
　さて、水分のお話をさせて頂きましたが、『水』は生き物を生か
し活かす為に非常に大切なものであります。
　『水』の存在は、私たちの言葉の中でも重要な存在となっており、
様々な言葉に宿っております。
　『明鏡止水』という言葉があります。『明鏡』は１点の曇りもない
鏡のことで、『止水』は静かに澄み切っている水のことを指します。
すなわち、よこしまな気持ちをもたず、澄み切った静かな心の状態
のことを言います。
　「人は流水ではなく、止水こそ鏡とする。不動の心を持つ者こそが、
安らぎを求める人にそれを与える事ができる。」
　という言葉もあるように、『明鏡止水』の心情でいることにより、
自分と周りの人達にも良い影響が出てきます。
　常に冷静にということは難しいですが、様々な困難が訪れた時こ
そ、『明鏡止水』という言葉を思い出し、穏やかに対処していきた
いものです。
　暑い日が続きますが、まずは水分補給と冷静な心をもってこの暑
い夏をクールに過ごしていきましょう。

今月の義を見てせざるは勇無きなり

「つぶやくべぇ～」では皆さんのつぶやきやシャッターチャン
スなどを募集しています！営農企画課までメールするか事務所
玄関の投書箱への投稿お待ちしております！

einoukikaku@kenebetsu.ja-hokkaido.gr.jp

● 正解者５名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。なお、正解
者多数の場合は抽選とさせていただきます。

《応募方法》 左下の点線の部分を事務所入り口に設置している投書箱
へ｡ または、営農企画係までFAX(78-2048)をお願いし
ます。

《締め切り》平成30年８月20日まで
　　 　　　 当選者の発表は「けねべつ」９月号誌上

まちがいさがし７月号の答え

2 4 5 11 12
抽選の結果右記の方が当選いたしました。
プレゼントを営農企画係でお受け取り下
さい。

小林　光雄さん
工藤　克子さん
松田　陽向さん
渡辺　忠良さん
田中　祥太さん

■ 足取りも重く…
　毎日たくさんの雨で学校に
持っていく荷物が重たく感じ
て、大変です。

（ペンネーム　カレンなミルキーさん）
■ 今、できる事を。
　毎日、雨，雨，雨。でも大災害の起きた地方の皆さん
の事を思うと胸が痛みます。計根別は平和な所だとつく
づく思います。　　　　　（ペンネーム　なかよしさん）
■一番草の収穫が…。
　毎日、天気予報ばかりチェックしてしまいます。晴れろ～晴れろ
～　　　　　　　　　　　　　　　　　（ペンネーム　西竹Ｎさん）

つぶやくべぇ～つぶやくべぇ～
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先月のお題『放牧』でした。
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今月のお題『花火』です。皆様の作品お待ちしております。
（８月20日締切）営農部までＦＡＸまたはつぶやくべーで。

また、お題の写真も募集しております。
素敵な写真がありましたら、是非ご提供してください。


